















An Organized Study of Accounting Systems 
- A consideration ofthe Japanese accounting system 













































































































































































































的データ処理簿記J • i自己報告J • i破産規定」などに
係る「実箱であるGoBJの中身を検討した。
第3部では、 「不確定法概念」とされるドイツのGoB概
念を巡る我が国の代表的な学説である「実務慣行白紙委任
説」と、これと対極にある「三重構造説」について検討を加
えている。そして、 「実箱であるGoBJが「商業帳簿(帳
簿)の法の適用局面」と「簿記(会計)技術の組立ての局
面Jとし寸二面から構成されることを主張した。さらに、
ドイツにおける「簿記(会計)技術の組立ての局面」にお
ける「実籍であるGoBJの多様性を考察し、 IFRS(国際財
務報告基準)のドイツ会計制度へ受け入れ問題を明らかに
し、これを分析した。
第4部では、第3部までの考察に基づいて、我が国の会
計制度との関連性と提言について論究している。具体的に
は、商法・会社法の商業帳簿規定を歴史的に考察するとと
もに、 「商業帳簿(帳簿)の法の適用局面J (破産法の商
業帳簿規定，青色申告制度等など租税法の帳簿規定，コン
ヒ。ュータ会計法，税理士制度と帳簿書類規定との関わり
等)および「会計技術の組立ての局面」について考察を加
え、問題点を指摘し、かっ、あるべき方向性・指針を提示
した。最後に「あるべき会計制度を明示し、我が国の喫緊
の課題である中小企業会計基準のあるべき編集方法を提
示した。
以上、坂本氏の研究は、 ドイツ会計制度の解明と我が
国会計制度のあり方について、商業帳簿・会計帳簿を基軸
にして多角的@学際的に、しかも手堅く歴史的・理論的に
研究を行ったものである。商業帳簿を基軸として会計制度
を研究するという手法は、従来、部分的・局部的には学会
において研究なされてきたが、歴史的@理論的に体系立て、
秩序正しく研究し一貫性を維持して研究した業績は皆無
であり、優れた研究であると評価できる。とくに会計帳簿
と会計の機能を歴史的源流に立ち返って、ヨーロッパ就中
ドイツに源流を求め、ドイツ語文献@資料を丹念に収集・
整理・読解して自説を展開するという困難な作業を成就さ
れた。そして日本において江戸末期から明治維新にかけて
ドイツ商法を模範として会計制度を整備し、今日に至って
いるが、その潮流を綿密に分析し、今日のとくに中小企業
会計基準のあり方にも深く研究。提言しているのは説得性
に富み学会でも高く評価されると信ぜられる。研究手法は
原典に忠実で徹底的に読みこなし、轍密に解釈し、体系化
するという態度が窺れ、研究者・学者として貴重で、ある。
以上の諸点を鑑みて、本研究は高い水準に達する優れた論
文であると評価でき、博士(経営情報科学)の称号を授与
するのに的確と判定される。
(受理平成23年2月28日)
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